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　耐震化の課題で旧耐震住宅の所有者の半数は耐震性が不足する可能
性を知らない高齢の所有者が大半で耐震化に消極的又、多数の者が利用
する建築物等で耐震化費用が高額なことや工事中の営業の制約により耐
震化が困難。民間の施設の耐震化が遅延している事がわかったのだか
ら、その為の具体策を検討すべき。又、危険ブロック塀等の実態把握が難
しいとあるが、事故が実際おきている現状をふまえ、安全基準を知らせ、基
準に達していないブロックはできるだけ補助金でカバーして工事にふみきり
事故を未然に防ぐべき。安全だと思いこんでいる人が多い。間違った意識
を改めるよう早急に基準を知らせるべき。

　旧耐震基準の住宅所有者の方へダイレクトメールを発送し、地震に対し
て危険な可能性があることを周知し、耐震診断などの啓発を行っていま
す。また、耐震改修工事に関する費用負担が大きく工事の実施が困難であ
るという所有者に対し、部分的な改修（部分改修）や耐震シェルター設置等
の減災化に関する補助支援を耐震改修事業と一体となって実施し、様々な
所有者のニーズに対応できる多様な手法による安全性の確保を支援しま
す。
　多数の者が利用する建築物の耐震診断・設計・耐震改修（建替・除却含
む）に要する費用について、他の補助と同様に群馬県と協調した補助制度
の創設に向けて検討を行います。
　ブロック塀の点検のチェックポイントをホームページに掲載及び現地確認
と制度周知を目的としたポスティングを行い、既設の塀の安全点検につい
て周知を図っております。また、危険箇所があった場合、現地確認を行い、
定期的な点検と適切な管理をお願いするとともに、除却補助制度を説明し
対応をお願いしています。引き続き、所有者に対しブロック塀等の倒壊の
危険性について普及啓発を行い、安全点検の方法等や補助制度の認知
度向上を図ります。
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　耐震化率の実績と目標設定で現状と県目標を踏まえ、各建物種別とも令
和７年度の目標を耐震化率９５％に設定しているが第２期目標で住宅８
５％が９５％は良いと思うが多数の者が利用する建築物は第２期目標と第
３期目標が同じ９５％というのはいかがなものか。多数の者が利用する建
築物であるから第３期目標は１００％にすべき。２期３期が９５％では努力
する姿勢がみられない。

　令和元年度から令和２年度にかけて、群馬県による多数の者が利用する
民間建築物の所有者に対しアンケート調査を行った結果、耐震改修への
不安要素として工事資金不足及び営業や生活しながら工事ができるかどう
か等意見が多くあり、多数の者が利用する建築物の所有者は、住宅所有
者と異なり、制約が多い現状であり、国の基本方針及び群馬県の耐震化
率の目標を踏まえ、多数の者が利用する建築物の耐震化率の目標設定を
９５％に設定します。
　また、民間建築物は耐震化状況が不明な建物が多数を占めていることか
ら、所有者に対し耐震改修促進法に基づく指導や助言を実施し、耐震に対
する意識の向上や必要に応じて耐震改修につなげるように取り組みます。


